
論文化のための統計手法選択について

本シンポジウムは，国立医療学会誌「医療」の編
集委員会からの提案で開催されたものである．元々，
「医療」編集委員で前東埼玉病院長であった故川井
充氏の発案により，普段論文を書き慣れていない会
員に対して論文執筆の意義と方法をお知らせするこ
とを目的とし，まず第６８回国立病院総合医学会（平
成２６年，横浜市）で「医療系論文の書き方と注意点
―「医療」に投稿して世の中に発信しよう―」という
シンポジウムを開催した１）―５）．今回，重要な点をシ
ンポジウム口演で再確認するとともに，前回含まれ
なかった視点を加え，２回目となる本シンポジウム
を開催した．

本稿では，座長としてシンポジウムの要点を記載
することとした．

国立国際医療研究センター国府台病院の榎本哲郎
氏は，査読に耐えうる適切な統計手法の選択につい
て発表した．統計については，国立医療学会の多職
種にわたる会員にとってなじみの少ない領域である
が，実際の例を踏まえてわかりやすく実用的な内容
であった．統計手法の段階で論文化をあきらめるこ
とが少しでも減少することが期待される．

第７０回国立病院総合医学会
（平成２８年１１月１１日 於 沖縄）

本シンポジウムでは，「医療」編集委員会の企画により，普段論文化に慣れていない
会員に対して，初歩的なことからわかりやすく解説を行った．統計，利益相反，立案

から論文化までの流れと注意点について，編集委員会委員により解説された．そして，初めて論
文化する際の実際の問題点とそれを乗り越えられた事象について，投稿者から発表された．本シ
ンポジウムが，学術論文として後世に残り，今後の国立医療の発展に寄与するものと思われる．
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医療論文を完成させよう
―論文化の意義と押さえておくべきこと―
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わかりやすい利益相反

研究立案と論文作成
―過去の研究成果を踏まえて―

論文を書き始める契機と忍耐
―Let’s try 論文を書いてみる―

お わ り に

国立病院機構静岡富士病院（現静岡医療センター
と統合）の溝口功一は，国立医療学会所属施設の職
員になじみの薄い研究における利益相反について口
演した．元来，公務員扱いであった独立行政法人組
織の一員は，国民に仕えることを誓約して入職して
おり，利益相反はある意味当然という感覚もある．
しかし，研究における利益相反の考え方はより具体
的でもある．これらについての基本知識につき，理
解しやすい形で述べられた．

東京医療センターの大島久二より，研究を立案す
ることから論文作成に至る具体的な注意点について
口演があった．前回のシンポジウムで榎本氏２），川
井氏４）が講演した内容と重複するが，重要なプロセ
スの紹介が行われた．

国立病院機構奈良医療センターの関本裕美氏は，
薬剤師として，日頃行っている研究や工夫を，なぜ
論文として発表するのか，その意義は何であるのか
について，実際の論文執筆者として発表した．とく
に，論文作成を初めて行った時のエピソードを含め，
論文化の意義と周囲からの助言や支援などを含め，
これから国立医療学会所属組織の中心となる若手に
向けての力強いメッセージであった．

本シンポジウムでは，普段編集委員として実際に
投稿された論文を査読している際に，とくに気のつ
いた点を中心に口演がなされた．その意味では，一
般書にある内容のみならず，国立医療学会の会員に
とって，大変身近な話題と解説であったと考えてい
る．論文化により，多くの医療職にそれまでの研究
と経験を将来にわたって継承できることを伝えられ
たと思われ，国立医療の発展に寄与できるものと考
えられる．

〈本論文は第７０回国立病院総合医学会シンポジウム「医
療論文を完成させよう ―論文化の意義と押さえておく
べきこと―」として発表した内容を座長としてまとめた
ものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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